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【ワクチン】：慢性HTLV-1感染症

✓ HTLV-1感染伝播においては、感染キャリアから潜伏感染細胞が非感染者
に伝播された後、レシピエント体内で"cell-to-cell"HTLV-1感染が生じる。

✓ ワクチンによる中和抗体誘導が"cell-to-cell"HTLV-1感染防御に結びつく
かどうかは大きな課題であった。

⚫ 我々は近年、サルモデルにおいてワクチンによる中和抗体がHTLV-1感染
防御に結びつくことを明らかにし、中和抗体誘導HTLV-1ワクチン開発の
合理性を示した。

◼背景
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✓ これまで、ワクチンによる抗HTLV-1中和抗体誘導の試みはうまくいって
いなかった。.

⚫ 我々は、キメラ抗原発現センダイウイルスベクターを構築し、サルモデル
においてHTLV-1感染防御にいたる中和抗体誘導能を示した。

➢ 現在、より高いレベルで持続性を有する抗HTLV-1中和抗体誘導に向け、
mRNAワクチン開発・抗原至適化を推進中である。
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